
　
神
威
岬
自
然
公
園
遊
歩
道
の
　

　
被
災
対
策

　

去
る
７
月
６
日
早
朝
、
神
威
岬
灯

台
よ
り
手
前
１
５
０
ｍ
地
点
で
、
遊

歩
道
海
側
の
法
面
表
層
土
の
一
部
が

は
が
れ
落
ち
て
い
る
箇
所
を
商
工
観

光
課
職
員
が
発
見
し
ま
し
た
。

　

連
日
の
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
神
岬

地
区
の
雨
量
は
、
７
月
２
日
に
24
時

間
で
63
㎜
、
時
間
最
大
雨
量
は
32
㎜

を
記
録
し
て
お
り
、
数
日
に
わ
た
る

長
雨
が
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
同
日
よ
り
観
光
客
の
安

　
神
威
岬
自
然
公
園
遊
歩
道
の
　

　
被
災
対
策

全
確
保
を
最
優
先
す
る
た
め
、
小
樽

海
上
保
安
部
と
の
安
全
確
認
調
査
期

間
中
の
同
月
31
日
ま
で
の
26
日
間
に

わ
た
り
、「
女
人
禁
制
の
門
」
か
ら

80
ｍ
先
の
展
望
広
場
よ
り
神
威
岬
灯

台
ま
で
の
遊
歩
道
約
６
４
０
ｍ
間
を

通
行
止
め
と
し
ま
し
た
。

　

積
丹
観
光
の
最
盛
期
と
重
な
り
、

通
行
止
め
の
長
期
化
に
よ
る
観
光
業

へ
の
影
響
を
危
惧
し
ま
し
た
が
、
神

威
岬
灯
台
が
、
先
の
政
府
の
重
要
イ

ン
フ
ラ
登
録
決
定
を
受
け
た
こ
と
も

あ
り
、
海
上
保
安
庁
、
第
１
管
区
海

上
保
安
本
部
及
び
小
樽
海
上
保
安
部

の
基
礎
的
な
現
地
調
査
な
ど
迅
速
な

対
応
等
の
配
慮
を
い
た
だ
き
、
安
全

が
確
認
さ
れ
た
８
月
１
日
を
も
っ
て

通
行
止
め
を
解
除
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
関
係
機
関
の
ご
支
援
ご

町

政

報

告

協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

神
威
岬
自
然
公
園
遊
歩
道
総
延
長

約
１
，
８
０
４
ｍ
は
、
平
成
７
年
以

降
の
観
光
資
源
化
の
経
緯
か
ら
、
そ

の
管
理
者
は
積
丹
町
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
供
用
開
始
か
ら
23
年
が
経
過

し
、
経
年
劣
化
に
よ
る
施
設
改
修
箇

所
の
増
大
や
、
訪
日
外
国
人
観
光
客

を
含
め
た
安
全
確
保
対
策
、
そ
の
財

源
確
保
対
策
な
ど
課
題
も
多
く
、
そ

れ
ら
の
解
決
に
向
け
た
方
策
の
具
体

化
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
こ
の
度
の
被
災
に
伴
う
町

の
神
威
岬
遊
歩
道
全
体
の
目
視
点
検

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
同
遊
歩
道
９

カ
所
の
ほ
か
、
展
望
広
場
ル
ー
ト
に

お
い
て
も
詳
細
な
地
質
・
地
形
調
査

及
び
改
修
工
法
の
検
討
等
が
急
が
れ

る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
の
突
風
に
よ
り

遊
歩
道
約
28
ｍ
間
の
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗

装
の
一
部
が
損
壊
し
て
い
る
た
め
、

施
工
時
期
を
考
慮
の
う
え
、
要
望
中

の
過
疎
対
策
事
業
債
対
象
事
業
と
し

て
、
本
年
度
か
ら
２
カ
年
計
画
で
整

備
す
る
こ
と
と
し
、
併
せ
て
、
優
先

度
が
高
い
次
年
度
整
備
箇
所
の
詳
細

調
査
・
設
計
等
に
係
る
所
要
経
費
に

つ
い
て
、
参
考
資
料
を
配
付
し
、
本

臨
時
会
に
補
正
予
算
案
を
提
出
し
ま

し
た
。

　
積
丹
町
産
業
会
館
移
転
計
画
に

　
伴
う
跡
地
利
用
に
関
す
る
対
応

　
検
討
結
果

　

本
件
に
つ
い
て
は
、
先
の
第
２
回

定
例
会
の
町
政
報
告
で
、
そ
の
概
要

を
報
告
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
去
る

５
月
15
日
の
積
丹
町
商
工
会
総
会
の

機
関
決
定
を
経
て
、
同
月
30
日
、
同

商
工
会
か
ら
町
に
提
出
の
あ
り
ま
し

た
要
望
書
に
対
す
る
町
の
対
応
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た

経
緯
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
、
報
告

し
ま
す
。

　

町
で
は
、
商
工
会
か
ら
の
要
望
書

の
提
出
を
受
け
て
、

①
「
現
産
業
会
館
の
老
朽
化
の
現
状

に
つ
い
て
」

②
「
新
お
た
る
農
業
協
同
組
合
と
商

工
会
と
の
旧
農
協
事
務
所
建
物
等
の

検
討
協
議
の
経
過
に
つ
い
て
」

③
「
昭
和
50
年
度
産
業
会
館
建
設
時

の
道
・
町
の
助
成
支
援
事
業
の
状
況

に
つ
い
て
」

④
「
商
工
会
か
ら
の
要
望
の
趣
旨
で

あ
る
、
新
し
い
商
工
会
事
務
所
の
整

備
」
と
「
所
有
地
を
含
む
現
在
の
産

積
丹
町
産
業
会
館
移
転
計
画
に

　
伴
う
跡
地
利
用
に
関
す
る
対
応

　
検
討
結
果

業
会
館
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
」　

の
４
つ
の
観
点
か
ら
「
町
は
ど
の
よ

う
な
考
え
方
を
踏
ま
え
て
検
討
す
べ

き
か
。
ま
た
、
町
は
ど
の
よ
う
な
財

政
的
支
援
策
が
最
も
現
実
的
に
可
能

な
の
か
。」
の
視
点
か
ら
、
そ
の
具

体
的
な
方
策
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。

　

結
果
と
し
て
は
、

（1）
「
町
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
踏

ま
え
て
検
討
す
べ
き
か
。」
に
つ
い

て
で
す
が
、
私
は
、

①
商
工
会
か
ら
の
要
望
の
経
緯
と
趣

旨
は
、
新
お
た
る
農
協
積
丹
事
業
所

の
閉
鎖
に
伴
い
、
同
建
物
の
２
階
部

分
が
、農
業
者
の
共
同
利
用
施
設（
研

修
室
）
と
し
て
、
全
額
国
費
補
助
金

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
複
合
機
能
を
有

し
て
い
た
こ
と
も
勘
案
し
て
、
今
後

の
同
建
物
の
有
効
活
用
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
、
同
農
協
と
同
商
工
会
の

両
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
理
事
会
等
で

検
討
審
議
を
重
ね
て
き
た
経
過
を
経

て
機
関
決
定
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
の

で
、
町
へ
の
要
望
の
趣
旨
と
そ
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
当
町
の
基
幹
産
業

を
担
う
産
業
経
済
団
体
の
主
体
的
な

総
意
と
し
て
、
そ
の
取
扱
い
の
重
要

性
を
十
分
認
識
し
、
最
大
限
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

▲神威岬遊歩道被災箇所（７月６日）

　平成 30 年第５回町議会臨時会が８月 24 日に招集
され、町長の町政報告と議案４件が審議され、同日
閉会しました。
　そのあらましについてお知らせします。
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と
考
え
ま
す
。

費
補
助
金
」
の
財
源
と
し
て
の
「
国
・

道
補
助
金
」、
若
し
く
は
「
良
質
な

地
方
債
」
の
活
用
が
可
能
な
現
行
制

度
は
い
ず
れ
も
な
く
、
町
費
一
般
財

源
の
充
当
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
実

状
に
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
検
討
結
果
に
沿
っ
た
今
後

急
が
れ
る
主
要
な
対
応
事
項
と
し
ま

し
て
は
、
本
年
度
計
画
中
の
憩
の
広

場
整
備
事
業
に
係
る
過
疎
対
策
事
業

債
の
対
象
事
業
費
に
、
産
業
会
館
建

物
解
体
等
補
償
費
と
同
物
件
調
査
費

及
び
用
地
買
収
費
を
追
加
増
額
要
望

し
、
次
年
度
に
お
け
る
憩
の
広
場
拡

充
整
備
計
画
実
現
の
た
め
の
条
件
を

整
え
る
こ
と
で
す
。

　

従
っ
て
、
本
年
度
の
過
疎
対
策
事

業
債
の
対
象
事
業
費
と
し
て
、
所
要

額
の
把
握
が
急
が
れ
ま
す
同
補
償
費

の
算
定
の
た
め
に
は
、
外
部
委
託
調

査
が
必
要
で
す
の
で
、
係
る
物
件
調

査
委
託
費
に
つ
い
て
、
参
考
資
料
を

配
付
し
、
本
臨
時
会
に
補
正
予
算
案

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
年
度
の
憩
の
広
場
拡
充

整
備
事
業
計
画
に
お
け
る
施
設
の
種

別
、
配
置
及
び
事
業
費
試
算
等
の
実

施
計
画
案
の
具
体
的
検
討
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
敷
地
の
活
用
有
効
面
積

や
安
全
対
策
、
利
用
者
の
要
望
等
の

諸
課
題
を
十
分
精
査
検
討
し
、
適
切

に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
案
第
１
号
～
第
３
号

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

議
案
第
１
号:

平
成
29
年
度
美
国

小
学
校
放
射
線
防
護
対
策
工
事
（
建

築
主
体
工
事
）（
繰
越
明
許
費
）

　

議
案
第
２
号:

同
電
気
設
備
工
事

（
繰
越
明
許
費
）

　

議
案
第
３
号:

同
機
械
設
備
工
事

（
繰
越
明
許
費
）

３
件
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
、
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
原
案
可
決
）

   補正予算案の内訳　　　　　　　　　 （千円）

歳

　

入

予算科目等 予算額

①道徳教育推進校事業道委託金 250

②前年度繰越金 1,988

③過疎対策事業債

憩の広場整備事業 1,600

神威岬自然公園遊歩道

整備事業
5,000

計 8,838

議
案
第
４
号

　
平
成
30
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
８
８
３
万
８
千
円
（
別

表
参
照
）
を
追
加
し
、
29
億
１
，

９
１
６
万
７
千
円
に
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
原
案
否
決
）

※
主
要
な
補
正
予
算
は
、
神
威
岬
自

然
公
園
遊
歩
道
の
被
災
対
策
と
、
積

丹
町
産
業
会
館
移
転
計
画
に
伴
う
跡

地
利
用
に
関
す
る
対
応
検
討
結
果
に

関
連
し
た
「
神
威
岬
自
然
公
園
遊
歩

道
整
備
事
業
」
及
び
「
憩
の
広
場
拡

充
整
備
事
業
」
に
係
る
も
の
。

審
議
さ
れ
た
案
件

歳

　

出

①平成 30年７月豪雨被災地支援義援金 100

②町税等還付金 632

③積丹町産業会館支障物件調査委託料 1,620

④農 地 費

需用費 216

農作業用トラクター　

付属草刈機購入費
1,000

⑤神威岬自然公園

　遊歩道改修事業

実施設計委託料 2,000

工事請負費 3,000

⑥道徳教育推進校事業費

　　（報償費、旅費、需用費、役務費）
270

計 8,838

②
し
か
し
、
要
望
事
項
内
容
の
い
ず

れ
に
応
え
得
る
町
の
財
政
的
支
援
策

を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
何
と
言

い
ま
し
て
も
、
そ
の
た
め
の
町
費
財

源
の
現
実
的
な
確
保
、
す
な
わ
ち
現

行
制
度
と
し
て
の
「
国
・
道
の
補
助

金
」
又
は
「
良
質
な
地
方
債
」
の
活

用
導
入
の
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か

を
最
も
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考

え
ま
す
。

（2）
「
町
は
ど
の
よ
う
な
財
政
的
支
援

策
が
最
も
現
実
的
に
可
能
な
の
か
。」

に
つ
い
て
、
で
す
が
、

①
ま
ず
、
商
工
会
事
務
所
・
産
業
会

館
の
新
築
・
改
修
・
移
転
・
建
物
解

体
の
た
め
の
経
費
等
に
対
す
る
「
町

②
一
方
、
前
段
申
し
上
げ
た
考
え
方

を
踏
ま
え
、
か
つ
現
産
業
会
館
の
立

地
の
優
位
性
や
要
望
実
現
の
年
次
的

タ
イ
ミ
ン
グ
等
を
勘
案
し
た
場
合
に

は
、
本
年
度
で
３
カ
年
の
整
備
計
画

完
了
を
迎
え
る
「
憩
の
広
場
整
備
事

業
」
の
過
疎
対
策
事
業
債
の
計
画
年

次
の
延
長
と
事
業
内
容
の
追
加
に
よ

る
「
憩
の
広
場
の
拡
充
整
備
案
」
が
、

商
工
会
へ
の
財
政
的
支
援
策
と
し
て

は
最
も
実
現
の
可
能
性
が
高
く
、
現

実
的
に
も
最
も
有
効
な
方
策
で
は
な

い
か
。
そ
れ
に
よ
り
、
商
工
会
へ
の

「
補
助
金
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

憩
の
広
場
整
備
に
要
す
る
起
債
対
象

経
費
と
な
る
産
業
会
館
の
建
物
解
体

等
補
償
費
と
そ
の
物
件
調
査
費
及
び

用
地
買
収
費
等
が
、
町
の
財
源
と
し

て
確
保
さ
れ
、
実
質
的
に
商
工
会
に

対
す
る
財
政
的
支
援
策
と
な
る
の
で

は
な
い
か
、
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

た
。

計 8,838

①平成 30年７月豪雨被災地支援義援金 100
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